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評価項目の領域

JR中央線「藤野」駅から徒歩13分ほどの距離に位置しています。建物は鉄筋コンク
リート造の3階建てで、駐車場もあります。
＜優れている点＞
利用者にとっての「地域家族」として、住み慣れた地域で安心して自分らしく暮ら
すことを支える体制を構築しています。医療法人が運営する強みを最大限に活か
し、地域医療・介護・健康増進を一体的にサポートする土台を整えています。地域
包括支援センターとの連携のもと、管理者が「ゆずカフェ」の理事を務めるなど、
地域共生の場へ利用者とともに毎月足を運び、社会との接点を能動的に創り出して
います。利用者の提案から始まった「キムチ作り」には地域の人を招き、3年目を
迎える行事として交流を深めています。ひな祭りなどの季節行事では、着物で装う
ひとときを設け、ケーキや甘酒を囲む華やかな時間を大切に育むとともに、その笑
顔を写真に収めるため、記録として蓄積しています。さらに、上野原河川敷の桜並
木や正念寺のしだれ桜を巡るドライブを企画するなど、季節を感じられる外出支援
をしています。
＜工夫点＞
災害等によるインフラ停止時でも生活を維持できるよう、食事提供や排泄ケアの行
動基準を具体化した実効性の高い事業継続計画（BCP）を構築しています。特にト
イレ対策においては、汚物処理の方法や保管場所、必要備品の把握にいたるまで詳
細に文書化し、有事に全職員が迷わず動ける体制を整えています。日々の健康管理
では、月1回の歯科医師による専門的な口腔ケアや体操時のこまめな水分補給を習
慣化するとともに、家族による対応が困難な際の受診同行など、医療支援を行って
います。

「ゆったり」「楽しく」「穏やかに」そして「一緒に」をモットーに、一人ひとり
のその人らしさを大切にした生活を送って頂く為に、常に利用者様と喜怒哀楽を共
にし、人権の尊重を念頭に置き安心した生活を送って頂ける様に支援を行っていま
す。

自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営

医療法人社団　愛友会
評  価  機  関
評 価 決 定 日

令和8年4月27日

1492600182

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 36 ～ 55
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Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームふじの

 ユニット名 やまゆり

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

家族との交流を深め、会議に
参加しやすい環境を整えるこ
とが望まれます。日頃から活
動内容を伝え、家族の声を運
営に反映させていくための工
夫が期待されます。

事業所設立時に「ゆったり・楽しく・穏やかに、
そしていっしょに」を理念として掲げています。
職員は利用者の自由な行動を尊重し、朝食時も無
理に起こさず居室でゆっくり過ごしてもらうな
ど、一人ひとりの意向に沿った支援に努めていま
す。また、玄関前で花やイチゴ、野菜を栽培し、
生活の中に自然と季節を感じる家庭的な環境をつ
くっています。

秋の「藤野ふるさと祭り」に出店して、地域の人
にゲームを楽しんでもらいながら事業所の活動を
伝えています。地区の夏まつりでは、利用者が盆
踊りや屋台の食事を楽しみ、住民との交流を深め
ています。管理者は地区の組長を務め、地域の行
事を支えるなど、周辺住民と協力し合える関係を
築いています。

運営推進会議を隔月で実施し、地域包括支援セン
ターの職員や民生委員、自治会の役員と活動報告
を通じた意見交換を行っています。この会議での
つながりから、地域交流イベント「ゆずカフェふ
じの」への参加が定着しています。毎月、利用者
がこの場に出向いて他者との交流を楽しむなど、
会議をきっかけとした具体的な活動につなげてい
ます。

相模原市緑区津久井総合事務所の生活支援課と
は、生活保護受給者の支援に関連して連携し、相
談を通じて助言を受けています。毎年、市職員の
来所による生活状況の確認にも対応し、適切な情
報共有に努めています。また、緑区藤野まちづく
りセンターとは要介護度の変更について相談する
など、円滑な協力関係を築いています。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

理念をもとに、一人ひとり、その人ら
しさを大切にした生活を送って頂ける
ように心がけ、実践しています。

今年度も年末にキムチ作りイベントを
開催し、他の施設の人々や地元の委員
の方々と交流をはかりました。藤野ふ
るさと祭りにも出店し、PRしました。

日々の散歩時に地域の方と笑顔で挨拶
を行う事で認知症への理解を広めてい
ます。地域で開催している「ゆずカ
フェ」などにも時々参加させていただ
いております。

運営推進会議なども２か月に約１回対
面開催され、施設の状況報告等をし、
情報の共有をはかり、アドバイス等を
いただいています。

運営推進会議の報告は勿論のこと、高
齢者支援センターとの連携や緑区、中
央区の生活支援課に必要に応じて報告
事項や相談を行っている。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

身体拘束をしないケアに向けた指針を作成し、拘
束のない支援に取り組んでいます。委員会は管理
者や職員を含む4名体制で構成し、3ヶ月ごとに開
催しています。職員は年2回のテキスト研修を通
じて学びを深め、各自レポートを提出していま
す。また、言葉による拘束であるスピーチロック
を防ぐため、職員同士で日常の言葉遣いを確認し
合い、気づきがあれば速やかに共有して改善を図
る仕組みを整えています。

虐待防止委員会は管理者や職員を含む4名体制で
構成し、3ヶ月ごとに開催しています。会議の内
容は議事録を通じて全職員に周知し、組織全体で
の意識共有を図っています。また、年間計画に基
づき年2回の研修を実施し、知識の習得と再確認
を行っています。管理者は職員が抱える日々の悩
みや不安を汲み取る機会を設け、心理的な負担を
軽減しながら、適切なケアを継続できるよう努め
ています。

感染症対策による面会制限を段階的に解除し、現
在は事前の連絡があれば場所や時間の制限なく面
会を受け入れています。家族からの「外に出して
ほしい」という要望に応え、日々の散歩や外気浴
に取り組んでいます。また、利用者の金銭管理や
病院受診の付き添いといった個別の依頼にも柔軟
に対応し、家族の意向を尊重した支援を行ってい
ます。

安全面を考慮し、玄関の施錠は行わせ
て頂いておりますが常に入居者様の状
況を観察し見守りながら適切なケアを
行なっています。３か月毎の委員会活
動と定期的な職員研修を行っていま
す。

日々の生活の中、職員間で言葉かけ、
ケアの方法について等話し合い虐待防
止に努めています。また研修会、委員
会を開催しています。

行政の担当者へ相談を行い、後見人制
度を活用しています。現状では3名様で
すが、ご家族の支援が得られない利用
者様がおり、行政への申請も１件行っ
ています。

入居前に、ご家族とご本人に施設内を
見学をして頂き、契約時には一つ一つ
重要事項を説明し不安や疑問、意向等
を聞きながら同意を得て頂いていま
す。

ケアプラン送付の際、キーパーソン様
に意見や要望を書いてもらい、それに
沿い、介護や運営に反映させていま
す。

株式会社フィールズ



グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

利用前の情報を把握しなおかつご本人
様の要望なども聞き、介護につなげて
おります。

季節の行事やイベントの際には、職員がカラオケ
やケーキ作りなどのアイデアを出し合い、利用者
が楽しめる工夫を凝らしています。常勤職員の
ミーティングでは、介護記録用タブレットの記載
内容にばらつきがあるという意見をもとに話し合
いを行い、ルールの統一を図っています。また、
勤務シフトの作成にあたっては、職員個々の事情
や希望を考慮して調整するなど、意見を反映しや
すい体制を整えています。

管理者はゆとりを持った運営を心がけ、職員の創
意工夫を引き出すよう努めています。こうした中
で、職員が手作りのふかし芋をおやつに用意する
など、利用者への温かな支援につなげています。
また、年間10日前後の有給休暇の取得や、時間外
労働がほとんどない体制を維持しています。外国
人職員に対しては、法人の寮を提供するなど生活
面でも支援しています。

年間研修計画を策定し、毎月職員研修を実施して
育成に取り組んでいます。研修テキストを配布し
て各自で学びを深めるほか、外国人職員の増加に
合わせ、テキストを質問形式にしたり日本語の文
字数を減らすなどの工夫をしています。外国人職
員は初任者研修や実務者研修に取り組み、資格を
取得しています。法人はそのための費用を全額支
援し、職員のスキルアップを後押ししています。

月に一度、カンファレンスと同時に
ミーティングの時間があり職員同士の
情報交換の場を設けています。

年に２度リーダーや職員の評価を行
い、給与水準への反映が行われていま
す。

特定技能実習生に介護基礎研修などを
受講してもらいました。認知症介護実
践者研修も１人終了いたしました。

１か月に１回管理者は本部にて会議に
参加し、研鑽を積んでいます。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

入居時のフェースシートや家族との対話から、利
用者の生活歴や趣味の把握に努めています。地域
交流イベント「ゆずカフェふじの」に参加した際
は、かつての近隣住民と再会するなど、地域との
つながりを継続しています。また、近隣の貯水池
や神社、季節のスポットへ車で出かけ、住み慣れ
た地域の風景の中で季節の変化を楽しむ機会をつ
くっています。

ご契約前に施設を見学してもらうこと
により、入居者様とご家族様と面談し
情報収集しご本人様の要望に対応でき
るように努めています。

ご契約前に得た情報を職員で共有する
ことにより、しっかりと把握し安心し
てサービスを受けることができるよう
に努めています。

「できること」はしていただくという
姿勢でケアにあたるよう努めています
が、危険性が高い場合は必要に応じて
介助するようにしています。

ご家族様の気持ちに寄り添い、ご家族
様の意向を聞きながら、ご本人様と良
い関係が築けるようにしています。
又、ご家族様にできることは協力して
頂いています。

ご家族、知人、友人の面会時には、
ゆっくりと過ごして頂くよう雰囲気作
りに心がけています。又、ご希望のあ
る方には馴染みのある方に電話などか
けて頂くように支援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

比較的ゆとりがある午後2時以降や、入浴時、夜
間帯などの何気ない会話から、本人の思いや希望
を汲み取るよう努めています。聞き取った内容は
申し送りノートに記録し、職員同士で共有してい
ます。また、月に一度、管理者とリーダー職員に
よるカンファレンスを実施し、全利用者の意向や
状況について話し合う場を設けています。

一人ひとりが個々のペースで生活でき
るように支援し、なおかつ残存能力を
活かせるように、その中で現状の把握
に努めています。

利用者様同士が会話し易いようなレイ
アウトを作り、利用者様が出来る事、
できない事を把握し、その方が力を発
揮できるように声掛けを行なっていま
す。

契約終了後も、電話などでのコミュニ
ケーションも多いです。必要に応じ
て、相談・支援に応じたいと考えてい
ます。

ある程度、入所される前の暮らし方を
尊重しますが日々の行動、言動、表情
を観察し、その中で思いや希望を把握
するように努めています。

入所前の情報収集や日々の暮らしの中
での様子やサービス状況等を用いて情
報収集に努めています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

提携医院による月2回の往診があり、内科と整形
外科の専門的な診療を導入しています。診療後に
は、医師の厚意によるギター演奏の時間を設け、
利用者が歌を歌って楽しむなど交流の場にもなっ
ています。また、口腔ケアが認知症の進行抑制や
感染症予防に重要であると考え、提携歯科医によ
る口腔ケアを全利用者を対象に月1回実施してい
ます。精神科の外来受診など、状況により家族や
後見人の対応が難しい場合には、管理者が通院に
同行して支援を継続しています。

サービス担当者会議ではケアマネジャーが進行を
務め、本人や家族、管理者、介護職員、ユニット
リーダーが「歩行の不安定さへの対策」といった
具体的な課題について多角的に話し合っていま
す。看護師からは、日々の記録や申し送りに基づ
いた意見を聞くなど、多職種で情報を共有してい
ます。これらを介護計画とモニタリングに反映
し、チーム全体で一貫性のある支援につなげてい
ます。

ミーティングや申し送りに出た意見等
を検討し、ケアプランに反映させ、現
状に合ったケアができるようにしてい
ます。

日々の様々な気づきを申し送り、介護
日誌と連絡ノートに記入して情報を共
有しながら常に話し合い、実践につな
げています。

個々に合わせ、その時の状況に合った
ケアを実践しています。

イベント時の食材などは地元で調達
し、地域行事にも積極的に参加してい
ます。

提携医による月２度の往診があり、利
用者様のご様子や身体異常が見られた
場合その旨をお伝えしています。ご家
族様よりご要望がある時は、他の医療
機関の受診も行なう
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

BCP(業務継続計画)の周知徹
底を図るため、机上シミュ
レーション等を通じた手順の
確認が望まれます。訓練結果
をふまえ、役割分担や備蓄品
の見直しを定期的に行うな
ど、実効性を高める取組みが
期待されます。

医療法人が運営する事業所として、この地域で最
期まで暮らしを支える体制を整え、「地域家族」
という理念を掲げています。契約時や、状態が変
化し重度化した際には、家族、主治医、管理者が
話し合いを行い、本人の意向に沿った方針を共有
しています。最期までチームで支え抜くために、
毎年研修を実施して知識と体制の強化に努め、一
人ひとりに寄り添うサポート体制を築いていま
す。

消防計画に基づき、6月と12月に避難訓練を実施
しています。2月にはBCP実施訓練として、災害用
伝言ダイヤルを用いた通信訓練や自家発電の稼
働、非常食の提供訓練などを行っています。災害
対策委員会は管理者と統括職員の3名で構成し、
土砂災害や南海トラフ地震、富士山噴火などの被
害を想定した対策を講じています。発災時の職員
参集率に応じた業務基準を定め、食事提供や水分
補給、排泄、口腔ケアといった優先すべきケアを
明確にすることで、有事の際も支援を継続できる
体制を整えています。

急変時や事故発生時には、全身状態を
確認しバイタルチェックを行ない、速
やかに医師などに連絡対応が出来るよ
うに備えています。OJTの研修もしてい
ます。

年に2回の定期的な防災訓練を行い、消
火器、消火栓の使い方の訓練を行なっ
ています。

週に一度、訪問看護師が来設し日常的
情報提供を行なっています。又、状態
変化がある場合は連絡を取り適切な指
示を頂いています。

入退院時、情報提供を行ない医療機関
と情報を共有しています。入院中、管
理者が訪問し、退院を含め今後の方向
性について話し合っています。

重度化された場合、ご本人にとって一
番良い方法(環境)について、ご家族様
と話し合い、主治医と連携を密に取
り、介護に反映させます
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

多文化に触れる貴重な機会を
活かし、地域交流を兼ねた行
事の検討が望まれます。利用
者も共に楽しめる企画を通
じ、食事の楽しみや交流の輪
がさらに広がるような取組み
が期待されます。

利用者と職員が協力して取り組むおやつ作りやレ
クリエーションに力を入れています。「お饅頭や
おはぎが食べたい」という本人の希望に応え、丸
める作業を利用者が行い、火の管理を職員が担う
など、役割を分かち合いながら一緒に味わう時間
を大切にしています。また、皮をむいて吊るす干
し柿づくりや、利用者の提案で始まったキムチ作
りは3年目を迎えました。職員が提供した白菜を
使い、ニンニクの皮むきや、90代の利用者が包丁
を握って調理に参加することもあり、馴染みのあ
る手仕事を通じて食事を楽しむ機会を設けていま
す。

いつもと様子が違うと感じた際や、引きこもりが
ちな利用者に対しては、安心感を与えられるよう
優しい声掛けを行っています。排泄や入浴、夜間
のオムツ交換の際は、露出を避けるなどプライバ
シーの保護に努めています。居室に入る際は必ず
3回ノックを行い、トイレ介助時もドアを閉めて
本人の尊厳を守るよう配慮しています。また、居
室ごとに担当職員を決め、衣替えの管理など個人
の持ち物についても対応できる体制を整えていま
す。

ご本人様の気持ちを尊重し、さりげな
い声掛けや言葉掛けを心がけていま
す。プライバシーの確保に注意し、記
録など個人情報の取り扱いに気を付け
ています。

日々の生活の中での会話で、思いや希
望を探ったり、一人ひとりが自己決定
が出来るような場面を作ってあげるよ
うに心がけています。

一日のプログラムを決めるのではな
く、個々のペースに合わせ、その日の
体調や気持ちに配慮しながら支援して
います。

定期的に訪問理美容を利用していま
す。ご家族様にも協力頂き季節に合わ
せた服装ができる支援しています。

イベント食やレクリエーションで一緒
に料理を行うなど変化をもたせ、楽し
んでいただいております。片付けが出
来る方には手伝って頂いています。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

排泄の記録はタブレットを活用して管理し、一人
ひとりの生活リズムに合わせた声掛けや、状況に
応じた定期的な誘導を行うなど、トイレでの排泄
を継続できるよう支援しています。また、職員同
士で「このような工夫をしたらスムーズに誘導で
きた」といった成功事例を申し送りノートなどで
共有し、自立に向けたより良い関わり方を検討し
ています。個々のタイミングを尊重した支援を行
うことで、利用者の尊厳と身体機能の維持に努め
ています。

入浴は週に2回、午前中から1日3名のペースで
行っています。身体状況や好みに合わせ、例えば
シャワー浴を好む利用者には、時間をかけて温
まってもらえるよう個別の希望に配慮した支援を
行っています。職員にとって入浴介助は、利用者
と一対一で向き合い、穏やかに会話ができる貴重
なコミュニケーションの機会と捉えています。清
潔を保つことはもちろん、心身ともにリラックス
できる時間となるよう心がけています。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、
トイレ誘導・声掛け等を行ないトイレ
での排泄が出来るように努めていま
す。

水分摂取量を把握し、適度な運動など
で自然排便を促す取り組みを行なって
います。困難な方はラキソベロンや浣
腸で対処しています。

概ね、時間は決まっていますが体調や
希望により変更したり、入浴拒否の場
合は無理強いせず、時間をずらして声
掛けを行なっています。

食事量をタブレットに摂取量を記入し
ています。９時・15時に水分補給や、
おやつを召し上がられています。水分
の取りにくい方にはゼリー等提供して
います。

一か月に１度の訪問歯科があります。
毎食後の口腔ケアは、個々の能力に合
わせ、声掛け・見守り・介助を行ない
義歯の定期的な洗浄等配慮していま
す。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

地域包括支援センターが主催する「ゆずカフェ」
へ、毎月利用者3名が参加しています。春には、
上野原の河川敷や正念寺へしだれ桜を見に出かけ
るなど、管理者が車を出し、数回に分けて利用者
が四季を感じられる機会をつくっています。ま
た、家族との旅行や日帰り外出を楽しむ利用者も
います。地域の運動会への参加は、状況に応じた
感染症対策により見合わせる場合もありますが、
地域の行事や季節の風景に触れることで、社会と
のつながりを継続できるよう支援しています。

各居室にあるエアコンを使用して温度
調整行い、快適な環境にて過ごし体調
や希望に応じ自由に休息して頂いてい
ます。日中は適度な活動を促し生活リ
ズムを作ることで安眠できるよう支援
しています。

薬の内容を職員が共有し、いつでも確
認できるようファイルに保管していま
す。変更があった場合は情報を共有
し、服薬後の観察を行なっています。

その人らしく過ごせる役割が持てる場
を作り出せるよう努めています。外出
や行事等に参加して頂くことにより気
分転換となるように支援しています。

天候が良い季節には、ドライブ・散
歩・買物等に出掛けています。お花見
や紅葉などは、各ご利用者様の意向や
ADLに合わせて行っています。

ご家族様の同意を頂き、ご自分で管理
が可能な方には持っていただいている
場合もあります。職員が付き添い訪問
販売に対応することもございます。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

洗面所の限られたスペースを
有効活用できるよう、備品配
置の見直しが望まれます。職
員が主体的に使いやすさを考
える習慣を育み、居心地のよ
い環境づくりを継続していく
ことが期待されます。

「ゆずカフェ」に参加した利用者の「行けなかっ
た人とも一緒にやりたい」という思いから、折り
紙や塗り絵を一緒に行い、完成した作品を壁面に
飾るなど、温かな雰囲気づくりを大切にしていま
す。室内の温度や湿度、明るさ、換気について
は、利用者の希望に合わせ、職員がこまめに調整
して居心地のよい環境を保っています。以前行っ
ていた畑の代わりに、現在は玄関先でのプラン
ターによるトマト栽培を楽しむなど、日々の暮ら
しの中で自然を感じられる工夫をしています。

入居前の生活と途切れることなく、自宅に近い雰
囲気の中で過ごせるよう、馴染みのある家具や親
族の写真、思い出の品の持ち込みをご家族に協力
してもらっています。愛着のある大きな調度品な
ども、本人の安全な移動動線を確保しながら生活
空間に馴染むよう配置を工夫しています。あわせ
て担当職員による居室清掃を行い、清潔で心休ま
る空間となるよう配慮しています。

季節に合った創作物を壁面に飾ってい
ます。利用者様が理解しやすい印など
も設置しています。

テーブル以外にソファを設置していま
す。くつろぎながらテレビ鑑賞をされ
たりパソコンにてYOUTUBU鑑賞などもし
ます。

入所時に馴染みのあるものを持ってき
て頂き、できる限り自宅に近い雰囲気
となるように、ご家族様に協力して頂
いています。状況よりベッドやタンス
の位置にも配慮しています。

廊下やトイレには手すりを設置してい
ます。居室には、不要なものを置かな
いようにし、危険防止に努めていま
す。

希望に応じて電話を利用して頂いてい
ます。手紙などの支援も行なっていま
す。
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56 1，ほぼ全ての利用者の 63 〇 1，ほぼ全ての家族と

〇 2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 〇 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある 〇 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 〇 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

〇 2，利用者の2/3くらいが 〇 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが 〇 2，利用者の2/3くらいが

〇 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 〇 1，ほぼ全ての利用者が 68 〇 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 〇 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームふじの

 ユニット名 あじさい

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念
をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活
かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評
価への取り組み状況等について報告や話し合いを
行い、そこでの意見をサービス向上に活かしてい
る。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取組みを積極的に伝えな
がら、協力関係を築くように取り組んでいる。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

理念をもとに、一人ひとり、その人ら
しさを大切にした生活を送って頂ける
ように心がけ、実践しています。

今年度も年末にキムチ作りイベントを
開催し、他の施設の人々や地元の委員
の方々と交流をはかりました。藤野ふ
るさと祭りにも出店し、PRしました。

日々の散歩時に地域の方と笑顔で挨拶
を行う事で認知症への理解を広めてい
ます。地域で開催している「ゆずカ
フェ」などにも時々参加させていただ
いております。

運営推進会議なども２か月に約１回対
面開催され、施設の状況報告等をし、
情報の共有をはかり、アドバイス等を
いただいています。

運営推進会議の報告は勿論のこと、高
齢者支援センターとの連携や緑区、中
央区の生活支援課に必要に応じて報告
事項や相談を行っている。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対象と
なる具体的な行為を正しく理解するとともに、身
体的拘束等の適正化のための指針の整備、定期的
な委員会の開催及び従業者への研修を実施し、緊
急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等をしな
いケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学
ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待
が見過ごされることがないよう注意を払い、防止
に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後
見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を
関係者と話し合い、それらを活用できるよう支援
している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家
族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い理
解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び
に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反
映させている。

安全面を考慮し、玄関の施錠は行わせ
て頂いておりますが常に入居者様の状
況を観察し見守りながら適切なケアを
行なっています。３か月毎の委員会活
動と定期的な職員研修を行っていま
す。

日々の生活の中、職員間で言葉かけ、
ケアの方法について等話し合い虐待防
止に努めています。また研修会、委員
会を開催しています。

行政の担当者へ相談を行い、後見人制
度を活用しています。現状では3名様で
すが、ご家族の支援が得られない利用
者様がおり、行政への申請も１件行っ
ています。

入居前に、ご家族とご本人に施設内を
見学をして頂き、契約時には一つ一つ
重要事項を説明し不安や疑問、意向等
を聞きながら同意を得て頂いていま
す。

ケアプラン送付の際、キーパーソン様
に意見や要望を書いてもらい、それに
沿い、介護や運営に反映させていま
す。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提
案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務
状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいな
ど、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際
と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の
確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会
をつくり、ネットワークづくりや勉強会、相互訪
問等の活動を通じて、サービスの質を向上させて
いく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに努
めている。

利用前の情報を把握しなおかつご本人
様の要望なども聞き、介護につなげて
おります。

月に一度、カンファレンスと同時に
ミーティングの時間があり職員同士の
情報交換の場を設けています。

年に２度リーダーや職員の評価を行
い、給与水準への反映が行われていま
す。

特定技能実習生に介護基礎研修などを
受講してもらいました。認知症介護実
践者研修も１人終了いたしました。

１か月に１回管理者は本部にて会議に
参加し、研鑽を積んでいます。
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グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所
との関係が途切れないよう、支援に努めている。

ご契約前に施設を見学してもらうこと
により、入居者様とご家族様と面談し
情報収集しご本人様の要望に対応でき
るように努めています。

ご契約前に得た情報を職員で共有する
ことにより、しっかりと把握し安心し
てサービスを受けることができるよう
に努めています。

「できること」はしていただくという
姿勢でケアにあたるよう努めています
が、危険性が高い場合は必要に応じて
介助するようにしています。

ご家族様の気持ちに寄り添い、ご家族
様の意向を聞きながら、ご本人様と良
い関係が築けるようにしています。
又、ご家族様にできることは協力して
頂いています。

ご家族、知人、友人の面会時には、
ゆっくりと過ごして頂くよう雰囲気作
りに心がけています。又、ご希望のあ
る方には馴染みのある方に電話などか
けて頂くように支援しています。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの
関係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家
族の経過をフォローし、相談や支援に努めてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている。

一人ひとりが個々のペースで生活でき
るように支援し、なおかつ残存能力を
活かせるように、その中で現状の把握
に努めています。

利用者様同士が会話し易いようなレイ
アウトを作り、利用者様が出来る事、
できない事を把握し、その方が力を発
揮できるように声掛けを行なっていま
す。

契約終了後も、電話などでのコミュニ
ケーションも多いです。必要に応じ
て、相談・支援に応じたいと考えてい
ます。

ある程度、入所される前の暮らし方を
尊重しますが日々の行動、言動、表情
を観察し、その中で思いや希望を把握
するように努めています。

入所前の情報収集や日々の暮らしの中
での様子やサービス状況等を用いて情
報収集に努めています。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合
い、それぞれの意見やアイディアを反映し、現状
に即した介護計画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに
対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な
支援やサービスの多機能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援してい
る。

ミーティングや申し送りに出た意見等
を検討し、ケアプランに反映させ、現
状に合ったケアができるようにしてい
ます。

日々の様々な気づきを申し送り、介護
日誌と連絡ノートに記入して情報を共
有しながら常に話し合い、実践につな
げています。

個々に合わせ、その時の状況に合った
ケアを実践しています。

イベント時の食材などは地元で調達
し、地域行事にも積極的に参加してい
ます。

提携医による月２度の往診があり、利
用者様のご様子や身体異常が見られた
場合その旨をお伝えしています。ご家
族様よりご要望がある時は、他の医療
機関の受診も行なう
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や
気づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝
えて相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、また、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めている。又
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有
し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組ん
でいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員
は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実
践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利
用者が避難できる方法を全職員が身につけるとと
もに、地域との協力体制を築いている。

急変時や事故発生時には、全身状態を
確認しバイタルチェックを行ない、速
やかに医師などに連絡対応が出来るよ
うに備えています。OJTの研修もしてい
ます。

年に2回の定期的な防災訓練を行い、消
火器、消火栓の使い方の訓練を行なっ
ています。

週に一度、訪問看護師が来設し日常的
情報提供を行なっています。又、状態
変化がある場合は連絡を取り適切な指
示を頂いています。

入退院時、情報提供を行ない医療機関
と情報を共有しています。入院中、管
理者が訪問し、退院を含め今後の方向
性について話し合っています。

重度化された場合、ご本人にとって一
番良い方法(環境)について、ご家族様
と話し合い、主治医と連携を密に取
り、介護に反映させます
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシー
を損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのよう
に過ごしたいか、希望にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよう
に支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている。

ご本人様の気持ちを尊重し、さりげな
い声掛けや言葉掛けを心がけていま
す。プライバシーの確保に注意し、記
録など個人情報の取り扱いに気を付け
ています。

日々の生活の中での会話で、思いや希
望を探ったり、一人ひとりが自己決定
が出来るような場面を作ってあげるよ
うに心がけています。

一日のプログラムを決めるのではな
く、個々のペースに合わせ、その日の
体調や気持ちに配慮しながら支援して
います。

定期的に訪問理美容を利用していま
す。ご家族様にも協力頂き季節に合わ
せた服装ができる支援しています。

イベント食やレクリエーションで一緒
に料理を行うなど変化をもたせ、楽し
んでいただいております。片付けが出
来る方には手伝って頂いています。

株式会社フィールズ



グループホーム　ふじの　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレ
での排泄や排泄の自立に向けた支援を行ってい
る。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫
や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り
組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々に応じた入浴の支援をして
いる。

一人ひとりの排泄パターンを把握し、
トイレ誘導・声掛け等を行ないトイレ
での排泄が出来るように努めていま
す。

水分摂取量を把握し、適度な運動など
で自然排便を促す取り組みを行なって
います。困難な方はラキソベロンや浣
腸で対処しています。

概ね、時間は決まっていますが体調や
希望により変更したり、入浴拒否の場
合は無理強いせず、時間をずらして声
掛けを行なっています。

食事量をタブレットに摂取量を記入し
ています。９時・15時に水分補給や、
おやつを召し上がられています。水分
の取りにくい方にはゼリー等提供して
います。

一か月に１度の訪問歯科があります。
毎食後の口腔ケアは、個々の能力に合
わせ、声掛け・見守り・介助を行ない
義歯の定期的な洗浄等配慮していま
す。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう
支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。また、普段は行
けないような場所でも、本人の希望を把握し、家
族や地域の人々と協力しながら出かけられるよう
に支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を
所持したり使えるように支援している。

各居室にあるエアコンを使用して温度
調整行い、快適な環境にて過ごし体調
や希望に応じ自由に休息して頂いてい
ます。日中は適度な活動を促し生活リ
ズムを作ることで安眠できるよう支援
しています。

薬の内容を職員が共有し、いつでも確
認できるようファイルに保管していま
す。変更があった場合は情報を共有
し、服薬後の観察を行なっています。

その人らしく過ごせる役割が持てる場
を作り出せるよう努めています。外出
や行事等に参加して頂くことにより気
分転換となるように支援しています。

天候が良い季節には、ドライブ・散
歩・買物等に出掛けています。お花見
や紅葉などは、各ご利用者様の意向や
ADLに合わせて行っています。

ご家族様の同意を頂き、ご自分で管理
が可能な方には持っていただいている
場合もあります。職員が付き添い訪問
販売に対応することもございます。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱を
まねくような刺激（音、光、色、広さ、温度な
ど）がないように配慮し、生活感や季節感を採り
入れて、居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工
夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をして
いる。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わか
ること」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している。

季節に合った創作物を壁面に飾ってい
ます。利用者様が理解しやすい印など
も設置しています。

テーブル以外にソファを設置していま
す。くつろぎながらテレビ鑑賞をされ
たりパソコンにてYOUTUBU鑑賞などもし
ます。

入所時に馴染みのあるものを持ってき
て頂き、できる限り自宅に近い雰囲気
となるように、ご家族様に協力して頂
いています。状況よりベッドやタンス
の位置にも配慮しています。

廊下やトイレには手すりを設置してい
ます。居室には、不要なものを置かな
いようにし、危険防止に努めていま
す。

希望に応じて電話を利用して頂いてい
ます。手紙などの支援も行なっていま
す。
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項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議にてキーパーソン様らが
参加できていない

少なくても2回に1回はキーパーソン様
らが参加し、会議が開催されるように
する

キーパーソン様様らに手紙や直接電話
連絡などをし、参加を促す。

6か月

2 35

災害対策の具体的なシュミレーション
ができるかどうか

BCPが発動された際の具体的なシュミ
レーションを構築する

事業継続計画の古くなったものの再
チェック(人員、物品、連絡網など)ｂ
ｃｐ訓練の際机上のシュミレーション
にて手順の再確認など。

６ヶ月

2025年度

事業所名　グループホームふじの
作成日：　令和8　　年　　４月　３０日


